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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第40期

第２四半期累計期間
第41期

第２四半期累計期間
第40期

会計期間
自 平成25年２月21日
至 平成25年８月20日

自 平成26年２月21日
至 平成26年８月20日

自 平成25年２月21日
至 平成26年２月20日

営業収益 (百万円) 46,952 48,922 96,198

経常利益 (百万円) 271 1,267 1,143

四半期(当期)純利益 (百万円) 104 700 525

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) － － －

資本金 (百万円) 1,372 1,372 1,372

発行済株式総数 (千株) 14,000 12,500 12,500

純資産額 (百万円) 14,785 15,230 14,681

総資産額 (百万円) 23,923 25,383 23,818

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 8.44 58.83 42.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 10.00 12.50 22.50

自己資本比率 (％) 61.7 59.9 61.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 203 2,256 1,433

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,325 △423 △1,670

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △125 △151 △649

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 5,671 7,714 6,033
 

 

回次
第40期
第２四半期
会計期間

第41期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成25年５月21日
至 平成25年８月20日

自 平成26年５月21日
至 平成26年８月20日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △2.01 30.62
 

(注) １　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、持分法を適用する関連会社がないため記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

４　第41期第２四半期累計期間の１株当たり配当額12.50円は、株式上場20年記念配当2.50円を含んでおりま

す。

５　第40期の１株当たり配当額22.50円は、株式上場20年記念配当2.50円を含んでおります。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社アオキスーパー(E03220)

四半期報告書

 2/16



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動が和らぎつつあるな

ど、景気は緩やかに持ち直しております。また、各種政策の効果等により、景気の緩やかな回復が見込まれるもの

の、駆け込み需要の反動の長期化や海外景気の下振れ懸念等、不透明な状況が続いております。

当流通業界におきましては、業種・業態を超えた値下げ等による店舗間競争がさらに激化しており、厳しい経営

環境が続いております。

このような状況におきまして当社は、３月に戸田店・５月に上飯田店をリニューアルオープンいたしました。

販売促進企画として、ポイントカードの新規会員募集やお買物券プレゼント、お客様を対象とした食品メーカー

との共同企画によるＩＨクッキング教室（本社ビル３Ｆ）の開催を引き続き実施いたしました。また、競合店対策

のため、恒例となりました四半期に一度の大感謝祭・週に一度の日曜朝市及び95円（本体価格）均一等の企画を継

続実施いたしました。

以上の結果、当第２四半期累計期間は、営業収益489億22百万円（前年同期比4.2％増）、営業利益12億25百万円

（前年同期比425.5％増）、経常利益12億67百万円（前年同期比367.4％増）、四半期純利益７億円（前年同期比

568.9％増）と増収増益となりました。

なお、当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるため、セグメン

ト情報の記載を省略しております。
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(2) 財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

(イ)　資産

流動資産は、前事業年度に比べ、17億３百万円増加し、95億16百万円となりました。これは主に、現金及び預

金の増加によるものであります。

　固定資産は、前事業年度に比べ、１億37百万円減少し、158億66百万円となりました。

　この結果、総資産は、前事業年度に比べ、15億65百万円増加し、253億83百万円となりました。

(ロ)　負債

流動負債は、前事業年度に比べ、10億41百万円増加し、79億14百万円となりました。これは主に、未払法人税

等の増加によるものであります。

　固定負債は、前事業年度に比べ、25百万円減少し、22億38百万円となりました。

　この結果、負債合計は、前事業年度に比べ、10億16百万円増加し、101億52百万円となりました。

(ハ)　純資産

純資産合計は、前事業年度に比べ、５億48百万円増加し、152億30百万円となりました。

　また、自己資本比率は、前事業年度に比べ、1.6ポイント減少いたしました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の四半期末残高は、77億14百万

円となりました。これは主に、フリーキャッシュ・フロー（営業活動によるキャッシュ・フローから投資活動に

よるキャッシュ・フローを差引いたもの）が、18億32百万円の増加となったこと、及び、財務活動によるキャッ

シュ・フローが１億51百万円減少したことによるものであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、22億56百万円となりました（前年同四半期累計期間は２億３百万円の資金の

増加）。これは主に、営業収入によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、４億23百万円となりました（前年同四半期累計期間は13億25百万円の資金の

減少）。これは主に、店舗の設備投資によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、１億51百万円となりました（前年同四半期累計期間は１億25百万円の資金の

減少）。これは主に、配当金の支払によるものであります。

 

EDINET提出書類

株式会社アオキスーパー(E03220)

四半期報告書

 4/16



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 34,567,000

計 34,567,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年８月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年10月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,500,000 12,500,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 12,500,000 12,500,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年８月20日 ― 12,500,000 ― 1,372 ― 1,604
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(6) 【大株主の状況】

 

平成26年８月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社東海流通システム 愛知県弥富市鯏浦町未新田21-67 5,256 42.05

アオキスーパー従業員持株会 名古屋市中村区鳥居西通１丁目１番地 604 4.83

青　木　偉　晃 名古屋市中村区 344 2.75

株式会社青木商店 名古屋市中村区鳥居西通１丁目３番地 344 2.75

中　嶋　　　勇 愛知県海部郡大治町 344 2.75

青　木　俊　道 名古屋市中村区 333 2.66

中　嶋　八千代 愛知県海部郡大治町 200 1.60

青　木　美智代 名古屋市中村区 191 1.53

松　田　久　枝 愛知県海部郡大治町 124 0.99

松　田　達　明 大阪府豊中市 123 0.98

計 ― 7,868 62.94
 

(注) １　所有株式数の千株未満の株数及び所有株式数の割合の小数点第３位以下は、切り捨てて表示しております。

２　上記のほか、当社が所有している自己株式590,623株があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等)  ― ― ―

議決権制限株式(その他)  ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

590,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,593,000 11,593 ―

単元未満株式 普通株式 317,000 ― ―

発行済株式総数  12,500,000 ― ―

総株主の議決権  ― 11,593 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、

それぞれ2,000株(議決権２個)及び400株含まれております。

２　「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式623株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アオキスーパー

名古屋市中村区鳥居西通
一丁目１番地

590,000 ― 590,000 4.7

計 ― 590,000 ― 590,000 4.7
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

(2) 当社の四半期財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりました

が、第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年５月21日から平成26年

８月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年２月21日から平成26年８月20日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：百万円)

          前事業年度
(平成26年２月20日)

当第２四半期会計期間
(平成26年８月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,033 7,714

  売掛金 1 0

  商品 1,281 1,275

  貯蔵品 29 25

  その他 467 500

  貸倒引当金 △0 △0

  流動資産合計 7,813 9,516

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 7,526 7,366

   土地 3,317 3,317

   その他（純額） 792 838

   有形固定資産合計 11,636 11,523

  無形固定資産 446 440

  投資その他の資産   

   差入保証金 2,821 2,785

   その他 1,149 1,167

   貸倒引当金 △50 △50

   投資その他の資産合計 3,921 3,903

  固定資産合計 16,004 15,866

 資産合計 23,818 25,383

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 5,132 5,202

  未払法人税等 102 639

  賞与引当金 175 195

  役員賞与引当金 － 20

  ポイント引当金 194 207

  その他 1,269 1,649

  流動負債合計 6,872 7,914

 固定負債   

  退職給付引当金 532 545

  長期預り保証金 1,181 1,139

  資産除去債務 340 343

  その他 210 209

  固定負債合計 2,264 2,238

 負債合計 9,136 10,152

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,372 1,372

  資本剰余金 1,604 1,604

  利益剰余金 12,130 12,682

  自己株式 △450 △453

  株主資本合計 14,656 15,205

 新株予約権 25 25

 純資産合計 14,681 15,230

負債純資産合計 23,818 25,383
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
　至 平成25年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年２月21日
　至 平成26年８月20日)

売上高 44,802 46,752

売上原価 38,542 39,188

売上総利益 6,259 7,563

その他の営業収入 2,150 2,170

営業総利益 8,409 9,734

販売費及び一般管理費 ※  8,176 ※  8,508

営業利益 233 1,225

営業外収益   

 受取利息 14 14

 受取配当金 0 －

 その他 26 29

 営業外収益合計 41 44

営業外費用   

 支払利息 0 0

 収納差金 2 1

 営業外費用合計 3 2

経常利益 271 1,267

特別利益   

 新株予約権戻入益 0 0

 特別利益合計 0 0

特別損失   

 固定資産除却損 62 27

 その他 4 0

 特別損失合計 66 27

税引前四半期純利益 205 1,239

法人税、住民税及び事業税 118 613

法人税等調整額 △18 △74

法人税等合計 100 538

四半期純利益 104 700
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
　至 平成25年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年２月21日
　至 平成26年８月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 205 1,239

 減価償却費 555 546

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

 賞与引当金の増減額（△は減少） 2 20

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 20

 ポイント引当金の増減額（△は減少） 23 13

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 33 13

 受取利息及び受取配当金 △14 △14

 支払利息 0 0

 固定資産除却損 34 16

 売上債権の増減額（△は増加） 0 0

 たな卸資産の増減額（△は増加） △194 10

 未収入金の増減額（△は増加） 53 59

 仕入債務の増減額（△は減少） 137 70

 未払金の増減額（△は減少） 12 △2

 未払消費税等の増減額（△は減少） △150 238

 未払費用の増減額（△は減少） 116 137

 その他 △73 △32

 小計 740 2,337

 利息及び配当金の受取額 0 0

 法人税等の支払額 △537 △82

 営業活動によるキャッシュ・フロー 203 2,256

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,261 △399

 無形固定資産の取得による支出 △30 △32

 会員権の売却による収入 36 －

 貸付けによる支出 △1 △0

 貸付金の回収による収入 1 1

 差入保証金の差入による支出 △82 －

 差入保証金の回収による収入 40 50

 預り保証金の返還による支出 △46 △43

 預り保証金の受入による収入 18 1

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,325 △423

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △1 △2

 配当金の支払額 △124 △148

 財務活動によるキャッシュ・フロー △125 △151

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,248 1,680

現金及び現金同等物の期首残高 6,919 6,033

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  5,671 ※  7,714
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
至 平成25年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年２月21日
至 平成26年８月20日)

ポイント引当金繰入額 178百万円 207百万円

給与手当・賞与 2,987百万円 3,115百万円

賞与引当金繰入額 175百万円 195百万円

退職給付費用 73百万円 65百万円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであ

ります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
至 平成25年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年２月21日
至 平成26年８月20日)

現金及び預金 5,671百万円 7,714百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

―百万円 ―百万円

現金及び現金同等物 5,671百万円 7,714百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成25年２月21日 至 平成25年８月20日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月16日
定時株主総会

普通株式 124 10.00 平成25年２月20日 平成25年５月17日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月27日
取締役会

普通株式 124 10.00 平成25年８月20日 平成25月11月１日 利益剰余金
 

 

当第２四半期累計期間(自 平成26年２月21日 至 平成26年８月20日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月15日
定時株主総会

普通株式 148 12.50 平成26年２月20日 平成26年５月16日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年９月26日
取締役会

普通株式 148 12.50 平成26年８月20日 平成26月11月４日 利益剰余金
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間(自 平成25年２月21日 至 平成25年８月20日)

当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

当第２四半期累計期間(自 平成26年２月21日 至 平成26年８月20日)

当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
至 平成25年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年２月21日
至 平成26年８月20日)

１株当たり四半期純利益金額 8円44銭 58円83銭

　(算定上の基礎)   

四半期純利益(百万円) 104 700

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 104 700

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,410 11,911

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 

２ 【その他】

第41期(平成26年２月21日から平成27年２月28日まで)中間配当について、平成26年９月26日開催の取締役会におい

て、平成26年８月20日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                                 148百万円

② １株当たりの金額                            　12円50銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成26年11月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年10月３日

株式会社アオキスーパー

取締役会  御中

監査法人東海会計社
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   前　　田　　勝　　昭   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   塚　　本　　憲　　司   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   小   島   浩   司   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アオキ

スーパーの平成26年２月21日から平成27年２月28日までの第41期事業年度の第２四半期会計期間(平成26年５月21日から

平成26年８月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年２月21日から平成26年８月20日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アオキスーパーの平成26年８月20日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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